
 

 

墨田区女性活躍推進・働き方改革アドバイザー派遣事業実施要綱 

（目的） 

第１条 この要綱は、区内の中小企業等が女性の活躍推進、働き方改革及びワーク・

ライフ・バランスの推進に資する取組を実施し、又は計画するに当たり専門家の助

言及び指導を必要とする場合に、区が当該専門家（以下「アドバイザー」という。）

を派遣することにより、男女が共に働きやすく、多様な人材が能力を生かすことが

できる職場環境整備を図ることを目的とする。 

 （派遣対象） 

第２条 アドバイザーの派遣を受けることができる中小企業等（以下「対象企業」と

いう。）は、次の各号に掲げる要件を全て満たすものとする。 

⑴ 墨田区内に本社又は主たる事業所を置き、常時雇用する労働者の数が１００人

以下の企業、一般社団法人、一般財団法人等 

⑵ 労働関係法令を遵守していること及びその他の法令上又は社会通念上ふさわし

くないと判断される事由がないこと。 

⑶ 女性の活躍推進、働き方改革若しくはワーク・ライフ・バランスの推進に取り組

み、又は取組を予定していること。 

 （支援内容） 

第３条 アドバイザーは、対象企業に対し次に掲げる業務を行うものとする。 

⑴ 女性の活躍推進、働き方改革又はワーク・ライフ・バランス推進に関する現状調

査及び分析 

⑵ 女性の活躍推進、働き方改革又はワーク・ライフ・バランス推進のための意識啓

発、助言指導及び法律等の情報提供 

⑶ 職場環境整備に向けた提案 

⑷ 女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（平成２７年法律第６４号）第

８条第７項の規定による一般事業主行動計画の策定に向けた助言及び指導 

⑸ 多様な働き方の実践のための取組に係る提案 

⑹ 前各号に掲げるもののほか区長が必要と認める業務 

  （アドバイザー） 



 

 

第４条 アドバイザーは、社会保険労務士資格を有し、適切な助言及び指導ができる

者とする。 

 （派遣申込み） 

第５条 アドバイザーの派遣を受けようとする対象企業は、墨田区女性活躍推進・働

き方改革アドバイザー派遣申請書（第１号様式）を、区長に提出するものとする。 

（派遣決定等） 

第６条 区長は、前条の申請があったときは、その内容を審査の上、派遣の可否を決

定するものとする。 

２ 区長は、前項の規定により派遣することを決定したときは、当該対象企業（以下

「派遣対象企業」という。）に対し墨田区女性活躍推進・働き方改革アドバイザー派

遣決定通知書（第２号様式）により、派遣しないことを決定したときは、当該対象企

業に対し墨田区女性活躍推進・働き方改革アドバイザー派遣申請結果通知書（第３

号様式）により、通知するものとする。 

（派遣回数） 

第７条 同一の派遣対象企業に対する派遣回数は、年度内３回を限度とする。 

（結果報告） 

第８条 アドバイザーは、事業が終了したときは、速やかに墨田区女性活躍推進・働

き方改革アドバイザー派遣業務完了報告書（第４号様式）を区長に提出しなければ

ならない。 

（守秘義務） 

第９条 アドバイザーは、第３条各号に掲げる業務を通じて知り得た秘密を漏らして

はならない。派遣が終了した後も、また同様とする。 

 （決定の取消し） 

第１０条 区長は、派遣対象企業が偽りその他不正な申請に基づき派遣の決定を受け、

又は申請した事業以外にアドバイザーを利用したときは、派遣の決定の全部又は一

部を取り消すことができる。 

 （派遣対象企業の周知） 

第１１条 区長は、派遣対象企業における女性の活躍推進、働き方改革及びワーク・



 

 

ライフ・バランスの推進のための取組内容等の周知に努めるものとし、派遣対象企

業は、これに協力するものとする。 

（委任） 

第１２条 この要綱に定めるもののほか、アドバイザー派遣事業に関し必要な事項は、

別に区長が定める。 

付 則 

 この要綱は、令和元年６月６日から適用する。 

付 則 

１ この要綱は、令和３年４月１日から適用する。 

２ この要綱の施行の際、この要綱による改正前の第４号様式による用紙で、現に存

するものは、所要の修正を加え、なお使用することができる。 

付 則 

１ この要綱は、令和４年４月１日から適用する。 

２ この要綱の施行の際、この要綱による改正前の第１号様式による用紙で、現に存

するものは、所要の修正を加え、なお使用することができる。 

付 則 

１ この要綱は、令和６年４月１日から適用する。 

２ この要綱の施行の際、この要綱による改正前の第１号様式による用紙で、現に存

するものは、所要の修正を加え、なお使用することができる。 

 


